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オープンソース日本語翻訳の取り組み - Moodle を例として 

 
吉 田 光 宏 * 

 
 教育工学に基づいて設計された CMS であるオープンソースソフトウェア Moodle は、2006
年 11 月現在、ベースとなる英語を含む 68 個の UTF-8 言語パックが提供されている。Moodle
日本語言語パックは、2002 年 11 月より翻訳を開始し、約 4 年間継続して表示ストリングおよ

びヘルプファイル等の翻訳作業に取り組んできた。本稿では、他のオープンソースの日本語

翻訳と比較しながら、実際に翻訳に使用するツールを含めて Moodle の効率的な日本語翻

訳手法に関して考察する。 

  
Translating Open Source Software into Japanese - Take Moodle as an Example 

 
Mitsuhiro Yoshida * 

 

  Moodle is a course management system (CMS) - Open Source software package which is 
designed based on pedagogical principles has 68 UTF-8 language packs as of November 2006. 
Moodle Japanese language pack translation has been conducted for almost four years since 
November 2002. This paper describes an effective method for translating Moodle into 
Japanese while comparing other Open Source software and Moodle including tools to use. 

 
 
1. は じ め に 
 

 Moodle 1) は、プログラム言語 PHP を使用して開発された

PHP ベースのオープンソース CMS (Course Management 
System) である。2006 年 6 月にリリースされた Moodle 1.6

以降、使用する文字コードを UTF-8 に統一したこと、およ

び世界中で Moodle 利用者が急増したことにより 2)、様々な

言語への翻訳が多くの協力者によって取り組まれてきた。 

 Moodle では、言語パック (language pack) と呼ばれる

PHPファイルおよびHTMLファイルで構成された、テキスト

エディタで編集可能な表示ストリングおよびヘルプファイ

ル群を使用し、利用者が自分の利用環境に合わせて、日

本語を含むインターフェース言語を変更することができる。 

 それでは、言語パックの言語ファイルやヘルプファイル

を単に日本語に翻訳するだけで、教授者が学習者に対し

て実施する Moodle を使用したインストラクションにおいて

「標的行動 3)」を的確に教えることのできる学習環境を容易

に構築できるのであろうか。さらに、日本語に翻訳された

内容が難解な場合、学習者はそれが意味するところを推

測しながら Moodle を利用すべきなのだろうか。 
 PHP ベースのオープンソースの中で、翻訳内容をデータ

ベース内に保持しないタイプのソフトウェアを日本語に翻

訳するには、以下 3 つの手法が考えられる。 
 

(1) 直接翻訳 
翻訳ストリングが含まれた言語ファイルをプログラムの

動作確認なしに直接翻訳する。 
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(2) 動作確認翻訳 
プログラムを実際に動作させながら、英語で表示され

る文字列と言語ファイルの翻訳ストリングを照らし合わ

せながら翻訳する。 
(3) プログラム解読翻訳 

ソースコードを解読し、プログラムの動作を予想しな

がら、言語ファイルの翻訳ストリングを翻訳する。 
 

 本稿では、「プログラム解読翻訳」に注目する。「直接翻

訳」した場合、実際の動作を確認しないため、翻訳ストリン

グの内容によっては誤訳等の訂正数および頻度が増大す

る。逆に、「動作確認翻訳」のみでは、要する時間に関し

て「直接翻訳」より極端に効率が落ちる可能性がある。 
 その点において、ソースコードを解読しプログラムの動作

を予想しながら翻訳する「プログラム解読翻訳」は、英語を

デフォルト言語とする PHP ベースのオープンソースの日本

語翻訳に対して最も効率のよい手法であると思われる。そ

こで以下、他のオープンソースの日本語翻訳を例に挙げ、

Moodle の日本語翻訳と比較し、教授者および学習者を意

識した効率のよい Moodle 日本語翻訳手法を考察する。 

 

2. オープンソースの日本語翻訳 
 

 まず、この章では Moodle 以外の PHP ベースのオープン

ソースの日本語翻訳に関して解説する。 
 
 2.1 翻訳対象プログラムの選定 

 各種ウェブブラウザおよび MySQL 4.1 4) の UTF-8 サポ

ートにより、文字コードに UTF-8 を使用した PHP ベースの

ソフトウェアは Moodle も含めて増加傾向にある。このため、



新しく翻訳を試みる PHP ベースのオープンソースには、こ

の傾向を踏まえて UTF-8 を使用したソフトウェアの選定が

望ましい。 

 翻訳に取り組む前に、許可されている方法でオープンソ

ースの開発者に連絡を取り、日本語翻訳の承諾を得るべ

きである。これは日本語翻訳者が既に存在する場合、重

複した複数バージョンの日本語言語ファイルの作成を回

避するためである。 

 

 2.2 翻訳に使用するツール 

 翻訳には、言語ファイルを編集するためオープンソース

のテキストエディタ、サクラエディタ 5) を使用する。UTF-8
を含む7種類の文字コードを扱うことができること、プログラ

ム内の翻訳ストリングを横断的に検索できるGrep検索機能

が含まれていることが、サクラエディタを使用する大きな理

由である。 

 訳語を選定するため、PDIC 6) および英辞郎Ver.98 7) を

使用する。翻訳ソフトウェアまたは無料で提供されているウ

ェブサイトの翻訳機能を使用した翻訳では、適切な訳語の

選定が難しいこと、翻訳された内容の見直し作業が必要

なことを考えて、オープンソースの日本語翻訳には可能な

限り控えるようにする。 

 

2.3 翻訳手順 

 ここでは本稿著者が 2006 年 11 月に日本語翻訳を行っ

たオープンソース Podcast Generator 0.9.3 8)を例に挙げる。

以下にソフトウェアの入手から日本語翻訳完了まで、手順

に沿って解説する。 

 

(1) ソフトウェアの入手 

ソフトウェアが配布されているウェブサイトより Podcast 
Generator 0.9.3 をダウンロードした。 

(2) 言語ファイルおよび META タグの調査 

入手したソフトウェアに言語ファイルおよび言語ファイ

ルが含まれる言語ディレクトリ (フォルダ) が存在する

か 確 認 し た 。 Podcast Generator 0.9.3 の 場 合 、

index.php ファイルに charset=utf-8 とした META タグ

が記述され、language ディレクトリに英語およびイタリ

ア語の言語ファイルが同梱されている。 

(3) ソフトウェアのインストール 

入手したソフトウェアを翻訳環境にインストールした。 

(4) ソフトウェアの動作確認 

インストールした Podcast Generator 0.9.3 が正常に動

作するか確認した。 

(5) 仮翻訳 

英語言語ファイルをコピーして日本語言語ファイル 

ja.php を作成し、複数の翻訳ストリングを仮翻訳した。 
(6) 日本語環境での動作確認 

仮翻訳した翻訳ストリングが、文字化けせずに正常に

表示されるか確認した (図 1)。 

(7) 開発者へ日本語翻訳打診 

英語言語ファイル lang/en.php に記載されている開発

者のメールアドレス宛に、日本語翻訳したい旨を連絡

したところ、開発者本人より承諾を得ることができた。 

(8) 日本語翻訳 

PDIC および英辞郎 Ver.98 を訳語選定のため使用し、

サクラエディタで日本語言語ファイル ja.php を編集し

ながら、原文から日本語への翻訳作業を行った。 

(9) 翻訳内容の見直し 

日本語言語ファイル ja.php の翻訳済みストリング 185

件すべてにおいて typo (タイプミス) や誤訳がないか

確認した。 

(10) 開発者へ翻訳済み言語ファイルを送付 

再度、日本語環境で Podcast Generator 0.9.3 の動作

確認後、開発者に e メールの添付ファイルとして日本

語言語ファイルを送信した。 
 
2.4 翻訳手法 

 Podcast Generator 0.9.3の場合、言語ファイル数が1個、

翻訳ストリング数が185個と少ない。また、教授者および学

習者を意識した翻訳の必要がないため、多くの部分にお

いて「直接翻訳」手法を取った。同時に、意味が分かりづ

らい翻訳ストリングに関しては、ソースコードを解読して表

示される部分を特定した後、実際に画面を表示しながら翻

訳する「プログラム解読翻訳」および「動作確認翻訳」手法

を組み合わせた。また、翻訳ストリング中において、どのよ

うな訳語をあてるべきか判断が難しい場合、Google™ 9)検
索を使用して適切な訳語を探った。  

 日本語言語ファイルを直接翻訳することで、翻訳時間の

短縮に重点を置いた。原文の意味が分かりづらい場合の

み、「プログラム解読翻訳」および「動作確認翻訳」手法を

取ることで、「直接翻訳」手法のみを取るより、翻訳精度を

上げることができる。 

 

2.5 翻訳済み言語ファイルのブラッシュアップ 

 翻訳作業が完了した後、実際に日本語環境でプログラ

ムを複数回動作させ、分かりづらい表示ストリングを随時ブ

ラッシュアップ (改善) する。言語ファイルに修正を加えた

場合、その旨を説明したメールに最新版の言語ファイルを

添付して、開発者に送信する。 

 

 
 

図1 Podcast Generator 0.9.3日本語表示確認 
 
3. Moodleの日本語翻訳 
 

 以上、Moodle以外のPHPベースのオープンソース日本

語翻訳に関して解説した。次に、同じPHPベースのオープ

ンソースであるMoodleの日本語翻訳を具体的な例を挙げ

ながら解説する。 

 

3.1 Moodleの多言語翻訳状況 

 Moodle のベースとなる英語から各国語への翻訳形態は、



単独の翻訳者から複数の翻訳者が関わったプロジェクトま

でと様々である。2006 年 11 月現在、英語 (en_utf8、

en_us_utf8) を除いた 66 の Moodle 言語パックの中で、オ

ランダ語、ドイツ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓

国語、ポルトガル語、スペイン語、スロベニア語、スウェー

デン語、タガログ語の翻訳作業が進んでいる。 

 

3.2 Moodle日本語翻訳の取り組み 

 2002 年 12 月 10 日にリリースされた Moodle 1.0.7 に同梱

された初期の日本語言語パックでは、プログラムの動作を

確認しないまま、Moodle の言語ファイル翻訳用インターフ

ェースを使用して、翻訳ストリングを日本語に直接翻訳す

る「直接翻訳」手法を取った。 

 その後、誤訳や訳語の選定間違いが少なくなかったた

め、Moodle を実際に動作させて英語で表示される文字列

と言語ファイルの翻訳ストリングを照らし合わせながら翻訳

する、翻訳効率の悪い「動作確認翻訳」手法を取った。 

 2004 年より、訳語選定に使用するツールを紙ベースの

英和辞典および電子辞書から、PDIC および英辞郎に変

更した。同時にソースコードを解読しながら翻訳する「プロ

グラム解読翻訳」手法を取り入れた。 

 

3.3 翻訳に使用するツール 

 Moodleには、標準で管理画面に翻訳ストリングおよびヘ

ルプファイルを編集するための翻訳インターフェースが備

えられている。そのため、テキストエディタで言語ファイル

を直接編集することはない。しかし、強力なGrep検索機能

により、翻訳ストリングの使用箇所特定およびプログラムの

解読を行うため、サクラエディタを使用する。 

 Moodle以外のオープンソースの日本語翻訳と同じように、

ここでも訳語を選定するため、PDICおよび英辞郎Ver.98
を使用する。また、すべての翻訳済み言語ファイルに含ま

れる文字列を一度に置換するため、YokkaSoft 10) の
YokkaGrep95およびNoEditorを使用する。 

 

3.4 翻訳手順 

 以下に本稿著者が日常的に行っている Moodle の日本

語翻訳を手順に沿って解説する。 

 

(1) 新しい翻訳箇所の確認 

Moodle 開発の中核となるバージョン管理システム

CVS (Concurrent Versions System) を提供している

SourceForge.net 11)から新しいコードが発生した旨のメ

ールがMoodleの開発者全員に到着する。到着したメ

ールの中から新しい翻訳ストリングまたはヘルプファ

イルの発生を確認する。 

(2) Moodle の更新 

新しい翻訳箇所の確認後、現在使用しているMoodle
のプログラムをオープンソースの TortoiseCVS 12)を使

用して、SourceForge.net 経由で最新の状態に更新す

る。 

(3) 未翻訳ストリングの確認 

Moodle 管理ページにある「未翻訳ストリングの確認」

画面を使用して、新しく発生した翻訳ストリングまたは

ヘルプファイルの状況を確認する。 

(4) 翻訳ファイル編集画面の表示 

Moodle 管理ページにある「言語の編集」画面で新し

く発生した翻訳ストリングの内容を確認する。 

(5) 翻訳ストリング使用箇所特定および解読 

サクラエディタの Grep 検索機能を使用して、プログラ

ム中で翻訳ストリングが使用されている箇所を特定す

る。翻訳ストリングに $a 等の変数が含まれている場

合、代入されるであろう値を把握する。 

 また、どのような条件で翻訳ストリングが使用される

のか、表示される日本語メッセージはどのようなもの

が適切か等、考慮しながらソースコードを解読する。 

(6) 日本語翻訳 
Moodle 管理ページにある「言語の編集」画面を使用

し、翻訳した内容を入力および保存する (図 2)。 
(7) プログラムの動作確認 

翻訳済みストリングが表示されるページを実際に表示

して、翻訳した内容が正しいかどうか確認する。エラ

ーメッセージ等、条件設定により表示が難しい場合、

この作業は省略する。 
(8) 更新部分の CVS レポジトリへのコミット 

翻訳完了した言語ファイルは、TortoiseCVS を使用し

て SourceForge.net の Moodle 用 CVS レポジトリにコミ

ット (送信) する。同時に SourceForge.net から送られ

てくるコミットに関するメールを精査し、翻訳した箇所

が正常に更新されたかどうか確認する。 
(9) Moodle Tracker への報告 

Moodle では、Moodle Tracker 13) (図 3) と呼ばれるバ

グ報告および機能提案の投稿用ウェブサイトが設け

られている。日本語翻訳中に原文の間違いを発見し

た場合、随時 Moodle Tracker へ報告して Moodle の

改善を図る。 
 

 
 

図 2 Moodle 日本語翻訳インターフェース 

 

 
 

図 3 Moodle Tracker 



3.5 翻訳手法 

 

 Moodleの場合、基本的にソースコードを解読し、プログ

ラムの動作を予想しながら翻訳ストリングを翻訳する「プロ

グラム解読翻訳」手法を取っている。また、HTML形式で

提供されているヘルプファイルでは、ソースコードを解読し

て表示タイミングを確認した後、実際にヘルプファイルが

使用される画面を表示した上で、操作方法を把握しながら

翻訳している。詳細な機能説明等が記載されたMoodleヘ

ルプファイルは、ユーザビリティの観点から、実際に使用さ

れる画面を表示させながら翻訳すべきである。 

 

3.5.1 単純前置詞「of」の翻訳 
 ソースコードを解読する「プログラム解読翻訳」の例と

して、アンケートを取ることを目的として開発されたフィ

ードバックモジュール 14) を例に挙げる。フィードバックモ

ジュールでは、次のように単純前置詞「of」が翻訳ストリ

ングとして使用されている。  
 

$string['of'] = 'of'; 
 
プログラムの解読および動作を確認しないまま、直接日本

語に翻訳する「直接翻訳」手法を取った場合、 
 

$string['of'] = 'の'; 
$string['of'] = 'のための'; 
$string['of'] = 'から'; 

 
という訳語を選定してしまう可能性がある。サクラエディタ

で単純前置詞「of」を使用している箇所をフィードバックモ

ジュールのプログラムディレクトリ (フォルダ) 内で検索し

た結果、プログラム /mod/feedback/analysis_to_excel.php 
の56行目で使用されていることが分かった。Excelワークシ

ートのフッタに全体のページ数および現在のページを表

示するため、単純前置詞「of」を使用している。 
 

$worksheet1->set_footer(get_string('page', 'feedback')." 
&P " . get_string('of', 'feedback') . " &N"); 

 
上記プログラム (/mod/feedback/analysis_to_excel.php -  
56行目) から判断する限りにおいて、 
 

英語の場合:  page 5 of 10 
日本語の場合:  ページ 5 of 10 

 
というような表示がなされることが予想できる。ここで、ソー

スコードを解読しないまま「直接翻訳」手法を取って、文字

通りに日本語翻訳してしまうと、 
 

ページ 5 の 10 
ページ 5 のための 10 
ページ 5 から 10 

 
となり、その結果としてExcelワークシートを利用する教授

者にとって分かりづらい表現となってしまう。教授者にとっ

て分かりやすい表現とするには、ソースコードを解読した

上で、次のように「of」に対してスラッシュ「/」の訳語選定が

適切である。 
 

翻訳ストリング: $string['of'] = '/'; 
教授者または学習者に表示される内容: ページ 5 / 10 

 
 仮に「ページ 5 の 10」「ページ 5 のための 10」「ペー

ジ 5 から 10」と表示されたとしても、教授者および学習

者は、これが何を意味するのか推測することができるであ

ろう。しかし、ここで取り上げた単純前置詞「of」以外にも同

様の分かりづらい翻訳済みストリングがある場合、Moodle
を使用して、教授者が学習者から標的行動を引き出す 15)

という本来実現されるべき学習に関して少なからず影響を

及ぼすことが考えられる。 
 
3.5.2 漢字とひらがなの選択 
 ソースコードを解読する「プログラム解読翻訳」手法以外

にも、教授者および学習者に対する、翻訳ストリングやヘ

ルプファイルの理解のしやすさを実現するため、漢字とひ

らがなの選択に関して、Google™検索を使用している。 
 以下に連語「と共に」を「とともに」に変更した例を挙げる。

インターネットに公開されているウェブサイト上では、漢字

を含んだ「と共に」より、ひらがなの「とともに」の方が多く使

用されていることが理解できる (表1)。 
 

検索キーワード 該当件数 

  と共に 42,400,000 

  とともに 72,400,000 
  ファイルと共に 22,000 
  ファイルとともに 19,700 
  問題と共に 21,300 
  問題とともに 68,700 
  解答と共に 180,000 
  解答とともに 277,000 
  回答と共に 668 
  回答とともに 10,100 

 
表1 「と共に」「とともに」のGoogle™検索結果 

 
 そこで、YokkaGrep95のGrepOnly検索機能を使用して

「と共に」の使用箇所を特定した後、Grep&Replace機能を

使用して、Moodle日本語言語パックすべてにおいて使用

されている「と共に」を「とともに」に置換した (図4)。 
 

 
 

図 4 「と共に」と「とともに」の置換 



 HTML形式のヘルプファイル以外の言語ファイルでは、

次のように行頭の管理用タグを更新する必要がある。その

ため、文字列の置換後、Moodle管理ページにある「言語

の編集」画面を使用して、言語ファイルを再度保存する。 

 
<?PHP // $Id$  
      // moodle.php - created with Moodle 1.8 dev 
(2006112200) 

 
3.6 翻訳済み言語ファイルのブラッシュアップ 

 

 以上、Moodleの日本語翻訳に関して解説した。Moodle
日本語言語パックでは、新たに発生した翻訳ストリングお

よびヘルプファイルの翻訳作業とは別に、既存の翻訳内

容のブラッシュアップを繰り返している。 
 Moodleの使用に関するフィードバックを得ながら既存の

翻訳内容をブラッシュアップするにあたり、参考にしている

ものを以下に挙げる。 
 

3.6.1 moodle.org日本語コミュニティーによるフィードバック 
 150 名以上 (2006 年 11 月現在) のユーザ登録がある

Moodle Japanese 16)日本語コミュニティーには、実際に教

育研究機関で Moodle の日本語環境を使用している

Moodler (Moodle の利用者) が多数参加している。 
 フォーラムと呼ばれる掲示板システムを利用したコミュニ

ケーションにおいて、翻訳内容の修正案等、Moodle を使

用する教授者から数多くの提案がなされている 17)。 
 既存の翻訳内容と提案内容を照らし合わせて精査した

後、採用できる修正案は積極的に取り入れ、Moodle 日本

語言語パックの改善を図るようにしている。 
  

3.6.2 くまもとインターネット市民塾によるフィードバック 
 本稿著者も参加しているNPO法人くまもとインターネット

市民塾 18)では、当初よりCMSにMoodleを使用している。 
 熊本大学の複数の研究者も加わったNPO活動の中で、

実際にMoodleを使用しながら、数多くの誤訳や分かりづら

い日本語翻訳が発見され、それをもとに翻訳内容をブラッ

シュアップした。 
 

3.6.3 Moodleを使用した実習授業によるフィードバック 

 2006年1月17日から2月7日まで、本稿著者が熊本県立

熊本工業高等学校情報システム化で実施したオープンソ

ースに関する実習授業において、学習内容を強化する目

的でMoodleを使用した。 
 日本語翻訳者が教授者となって、Moodleを実際に使用

しながら、既存の翻訳内容をブラッシュアップした点にお

いて、他のオープンソースの日本語翻訳と大きく異なる。 
 Moodleを使用して開発したインストラクションを事前に確

認することで、学習者の立場で翻訳内容をブラッシュアッ

プすることもできた。 
 また、実際にMoodleを使用する生徒たちの挙動を観察し

ながら、どの部分が分かりにくいのか、日本語翻訳自体に

問題があるのか分析した。 
 

4. Moodleとその他のオープンソース翻訳の違い 
  
 以上、様々なフィードバックを得ながら、Moodleの日本

語翻訳済みファイルのブラッシュアップを繰り返す手法に

関して解説した。それでは、同じPHPベースのオープンソ

ースであるMoodleと他のオープンソースの日本語翻訳に

どのような違いがあるのだろうか。 
 まず、Moodle の翻訳対象ファイル数およびファイルサイ

ズが、他のオープンソースの言語ファイルと比べて膨大な

ことに違いがある。2006年11月現在、翻訳済みファイル数

568 個 (HTML 形式のヘルプファイル 456 個を含む) で

構成される Moodle 日本語言語パックは、総ファイルサイズ

が約 1.5MB に達し、ファイル数およびファイルサイズにお

いても他の多くのオープンソースを超える。 
 次に、インストラクションを円滑に実施できるよう、教授者

および学習者を意識しながら、ブラッシュアップも含めて

分かりやすい翻訳に心がける必要がある点で、CMS 以外

の他のオープンソースの日本語翻訳とは大きく異なる。 
 授業をより良いものにして、学習者の参加意欲を高め、

より良い学習経験を提供するために、教授者は次に挙げ

る作業に関して多くの時間を要する 19) 。 

 
(1) Moodle をインストールし、使用法を習得する 

(2) インストラクションの内容をデジタル化する 

(3) 関連する資料や Moodle の学習活動を作成する 
 

 作業負担を軽減する意味においても、Moodle日本語言

語パックの翻訳精度および内容の分かりやすさは、教授

者から強く要求されるべきものである。また、教授者が多く

の時間をかけて構築したMoodleの学習環境であっても、

分かりづらい日本語翻訳内容が影響することで、学習者

の学習意欲を低減させることも考えられる。 

 

5. まとめと今後の課題 
 

 多言語化を実現しているMoodleでは、日本語翻訳内容

が分かりづらい場合、ベースとなる英語にメニュー言語を

変更して、オリジナルの英語の表示メッセージやヘルプフ

ァイルを参照することで、教授者がインストラクションを開発

することは不可能ではない。 
 しかし、教える環境と異なる言語を使用することで、通常

でさえ教授者に対して大きな負担がかかるMoodleの使用

に関して、さらなる負担がかかるべきではない。教授者が、

学習者に標的行動を的確に教えることのできる環境を構

築する意味において、Moodleで使用される日本語の翻訳

は、分かりやすくかつ適切になされるべきである。 
 また、学習者が学習すべき内容以外のこと (翻訳内容の

難解さ、誤訳等) を気にしながら学習を進めることに関し

ては、教授者が学習者の学習意欲を高める必要がある点

において疑問が残る。 
 本稿で考察したように、ソースコードを解読しながら日本

語翻訳を行い (プログラム解読翻訳)、翻訳内容のブラッ

シュアップを繰り返すことにより、翻訳精度および内容の分

かりやすさを改善することができると考えられる。Moodleを

利用する教授者および学習者に対して、日本語翻訳の内

容の難解さや誤訳等に起因する、Moodle操作以外の負

担がかかることは可能な限り避けるべきである。 
 今後は、新たな翻訳ストリングおよびヘルプファイルを随

時翻訳すると同時に、既存の翻訳内容を継続してブラッシ

ュアップする。また、Moodleの利用者を中学生以上と想定

し、さらに分かりやすい日本語表現を探る予定である。 
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